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研究成果の概要（和文）：歯内疾患は根管内に生息する多種多様で、多量な細菌により惹起される。したがっ
て、根管内に生息する細菌を質的ならびに量的に把握することが重要とされている。本研究では、近年、注目を
集めているメタゲノム解析法を応用して、精密で、高感度な細菌検査法によって、治療対象の根管内細菌叢を、
モニタリングすることを試みた。

研究成果の概要（英文）：Apical periodontitis is an infectious and inflammatory disease of periapical
 tissues caused by oral bacteria invading the root canal system. In the present study, metagenomic 
analysis was performed in order to profile the microbiota of infected root canals.
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１．研究開始当初の背景 
 
歯内疾患は根管内に生息する多種多様で、
多量な細菌により惹起される、とされている。
したがって、根管内に生息する細菌を質的な
らびに量的に把握することが重要とされて
いる。 
既に申請者らの研究グループは、予備的な
研究で、少数例ながら、(1) 術前の細菌叢は
根管治療歴の有無、口腔内との交通の有無に
より、また根管壁表層と深部によっても大き
く異なる。(2) 治療行為すなわち機械的根管
拡大および化学的清掃・消毒剤貼付により細
菌数が激減する。(3) 当初の感染細菌とは系
統的に隔たりが大きく低栄養下でも生育可
能な細菌が残存するといった傾向を報告し
ている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、近年、注目を集めているメタ
ゲノム解析法を応用して、精密で、高感度な
細菌検査法によって、治療対象の根管内細菌
叢を、モニタリングすることを目指した。感
染根管内試料を対象として、効率的な質的解
析の実験条件の開発を行った。 
 
３．研究の方法 
 
【メタゲノム解析】 
感染根管内細菌叢について pyrosequencing
法を用いて網羅的に検出・検討した。東北大
学病院を受診した被験者から、インフォーム
ドコンセントを得て、「治療の初回」および
「治療が進んだ段階」の感染根管象牙質を試
料として採取した。16S ribosomal RNA 遺伝
子 を 標 的 と し 、 454 Genome Sequencer 
FLXsystem（Roche）によって pyrosequencing
を行った。得られたシークエンス・データを
BLAST search 解析（97%超の相同性）によっ
て菌種の同定を行った。 
 
４．研究成果 
 
【メタゲノム解析】 
治療の初回の試料の優勢菌は（Genus level
で記すと）、Actinomyces（30%），Olsenella
（13%）, Streptococcus（12%）, 
Pyramidobacter（9%），Prevotella（6%），
Pseudoramibacter（4%），Eubacterium（4%），
Abiotrophia（4%），Bacillus（3%），
Porphyromonas（2%），Enterococcus（1%），

Tannerella（1%），Atopobium（1%）であった。 
また一方、治療が進んだ段階の試料では、
Streptococcus（37%），Actinomyces（10%），
Prevotella（10%），Eubacterium（5%），
Neisseria（4%），Olsenella（4%），
Propionibacterium（3%），Fusobacterium（3%），
Peptostreptococcus（2%），Bergeyella（2%），
Oribacterium（2%），Porphyromonas（1%），
Tannerella（1%），Helicobacter（1%），
Veillonella（1%），Enterococcus（1%）が優
勢であった。 
本研究によって歯内疾患に関わる根管内
に生息する細菌叢構成の詳細が明らかとな
った。また、実際の歯内治療の進展に伴って、
その構成が変遷していく様子も捉えること
ができた。本研究の成果の 1つとして、
Pyrosequencing 法が歯内治療の対象となる
根管内細菌叢のモニタリングに利用可能で
あることを示すことができたことが挙げら
れる（すなわち、本研究は、その根拠となる
データとなると考えられた）。 
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